
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
に
対
応

し
、
高
年
齢
者
が
少
な
く
と
も
年

金
受
給
開
始
年
齢
ま
で
は
、
意
欲

と
能
力
に
応
じ
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に

関
す
る
法
律
」（
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
定
年
に
達
し
た

方
を
引
き
続
き
雇
用
す
る
「
継
続
雇

用
制
度
」
の
対
象
者
を
、
労
使
協
定

で
限
定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
な
ど

を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

《
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
》

q
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
限

定
で
き
る
仕
組
み
の
廃
止
（
経
　

過
措
置
あ
り
）

w
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇

用
す
る
企
業
の
範
囲
の
拡
大

e
義
務
違
反
の
企
業
に
対
す
る
公

表
規
定
の
導
入

r
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実

施
及
び
運
用
に
関
す
る
指
針
の

策
定

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
労
働
局

†
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

次
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は
20
歳

未
満
）の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
手
続
き
等
不
明
な
点
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
３
）

12
月
11
日
（
火
）
に
実
施
し
た

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

山
辺
　
颯
輔

そ
う
す
け

く
ん
（
豊
永
）

小
野
塚
　
柚
名
ゆ
ず
な

ち
ゃ
ん
（
大
昭
）

土
田
　
陸
翔
り
く
と

く
ん
（
豊
永
）

藤
田
　
羽
音
は
の
ん

ち
ゃ
ん
（
東
三
条
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
１
）

先
日
、
ブ
ラ
ン
ド
店
で
売
り

切
れ
て
い
た
限
定
品
の
バ
ッ
グ

を
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

サ
イ
ト
で
見
つ
け
て
購
入

し
ま
し
た
。

定
価
よ
り
も
高
い
金
額

で
買
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

返
品
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
す
が
。

通
信
販
売
（
新
聞
広
告

を
見
て
電
話
注
文
す
る
場

合
な
ど
）
は
、
自
ら
注
文

す
る
の
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
返
品
の
可
否
や
条

件
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
第

17
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ

い
。
当
場
で
育
成
し
た
『
は
る
き

ら
り
』
で
焼
い
た
パ
ン
の
試
食
も

行
う
予
定
で
す
。
入
場
無
料
。

日
　
時
　
２
月
27
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

北
見
市
端
野
町
公
民
館
　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
（
北
見
市
端
　

野
町
二
区
４
７
１
番
地
11
）

†
０
１
５
７-

56-

２
５
１
５

問
い
合
わ
せ
先
　
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

†
０
１
５
７-

47-

２
１
４
６

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
釧
路

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
釧
路
）

は
、
民
事
法
律
扶
助
制
度
の
周
知

の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金
の
問
題
、

家
庭
の
問
題
、
職
場
の
問
題
な
ど
、

生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
・
司
法
書
士

の
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
２
月
27
日
（
水
）

〜
３
月
１
日
（
金
）

場
　
所

法
テ
ラ
ス
釧
路
と
の
契
　

約
弁
護
士
・
司
法
書
士
の
各
事

務
所
（
近
隣
で
は
北
見
市
・
網
　

走
市
・
美
幌
町
で
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
予
約
時
に

確
認
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
間

２
月
18
日
（
月
）
〜
22
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

定
　
員
　
先
着
30
人
（
法
テ
ラ
ス

釧
路
が
管
轄
す
る
釧
路
・
根

室
・
十
勝
・
北
見
・
網
走
地
域

全
体
で
の
人
数
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
釧
路

†
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
７

国
税
の
電
子
申
告
を
さ
れ
る
方

の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は

「
電
子
証
明
書
」
が
記
録
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
、
発
行
の
日
か
ら
３
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
「
電
子
証
明
書
」
を
記
録

し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
渡

し
し
た
と
き
の
「
電
子
証
明
書
の
写

し
」
に
、
有
効
期
間
満
了
日
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。「
電
子
証
明
書
」

の
有
効
期
間
が
過
ぎ
た
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
で
は
、
電
子
申
告
は
で
き

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
電
子
申
告
を

行
う
た
め
に
は
「
電
子
証
明
書
」
の

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
（
更
新
手

数
料
は
５
０
０
円
で
す
）。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
間
は
、

カ
ー
ド
自
体
の
有
効
期
間
に
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
更
新
手
続
き
先

保
健
福
祉
課

戸
籍
・
年
金
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
２
、
２
２
３
）

冬
の
自
動
車
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

住民企画課
住民企画
グループ

◎車両火災の発生…津別町
12月22日、津別町最上において車両火災が発生し
ました。車両事故が原因と認められ、事件性はなく、
人畜に被害はありませんでした。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

こ
の
季
節
の
道
路
は
、
天
候
や

気
温
に
よ
り
路
面
が
変
化
し
ま
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
際
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
予
知
運
転

事
故
の
回
避
の
た
め
に
「
か
も
し

れ
な
い
運
転
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
速
度
の
徹
底

積
雪
・
凍
結
路
面
の
停
止
距
離

は
、
夏
の
路
面
の
３
倍
か
ら
10
倍

以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

q
十
分
な
車
間
距
離
w
路
面
状
況

に
合
っ
た
速
度
e
ブ
レ
ー
キ
は
早

め
に
じ
っ
く
り
掛
け
る
な
ど
、
夏

と
は
違
う
運
転
感
覚
が
必
要
で
す
。

○
車
両
の
性
能
を
過
信
し
な
い

四
輪
駆
動
車
は
発
進
や
登
坂
の

性
能
は
優
れ
て
い
ま
す
が
、
制
動

性
能
は
前
輪
駆
動
車
・
後
輪
駆
動

車
と
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
カ
ー
ブ
手
前
で
減
速

カ
ー
ブ
の
途
中
で
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
と
、
ス
ピ
ン
な
ど
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
手
前
で
十
分
減
速

し
て
か
ら
、
カ
ー
ブ
に
進
入
し
ま

し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ† 76－2151

FAX    76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

第
17
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

法
テ
ラ
ス
釧
路
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

に
限
り
、
商
品
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
送
料
消
費

者
負
担
で
返
品
で
き
ま
す
。

逆
に
言
え
ば
、
返
品
不
可
の
記

載
が
あ
れ
ば
、
原
則
的
に
返
品
は

で
き
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。ネ

ッ
ト
で
の
注
文
は
、
現
品
を

手
に
取
り
確
か
め
る
こ
と
も
出
来

な
い
た
め
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す

く
、
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

発
注
を
！

《
消
費
生
活
の
ご
相
談
は
》

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課

商工観光担当

†76－2151

（内線258）

通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な
い
！

A

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

国
税
の
電
子
申
告
を

さ
れ
る
方
へ

消

防

団

員

募

集

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
知
る

あ
な
た
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を

行
い
、
火
災
時
は
消
火
活
動
、
地
震

や
風
水
害
時
に
は
救
助
・
救
出
等
を

行
い
ま
す
。

◎
入
団
資
格
は
？

・
津
別
町
に
居
住
し
て
い
る
人

・
年
齢
18
歳
以
上
の
健
康
な
人

ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署
　
†
76-

２
１
８
９

◎
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関

で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
地
域
を
守

り
ま
す
。

◎
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
、
権
限
と
責
任
を
有

す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

で
す
。

◎
活
動
の
内
容
は
？

消
防
署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

◎平成24年中の美幌警察署管内の刑法犯の発　
生は128件でした。内訳は下記のとおりです。

　　

　

問い合わせ先　地域包括支援センター（役場内）
†76－2158

～地域づくりフォーラム開催のご案内～

少子高齢化が進む津別町では、地域をよく知

る住民の皆さんの地域課題を解決する「力」や

「支え合い」が重要になっています。

誰もが安心して自分らしく暮らせるあたたか

い地域づくりを推進していくために、本フォー

ラムを開催します。

今回は、11月に開催した「地域づくり意見交

換会」のまとめ報告に合わせ、高齢化が進む道

内の地域において、先進的な活動を行っている

福祉担当者を招き、具体的な取り組みについて

紹介をしていただきます。

日　時 ２月19日（火）午後1時30分より

場　所 津別町中央公民館

主　催 津別町地域包括支援センター

協　力 津別町社会福祉協議会


